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～10

更
新

鴨
長
明
自
筆
本
『
方
丈
記
』
に
つ
い
て

萩
原

義
雄

隨
筆
文
学
と
し
て
、
先
行
す
る
王
朝
時
代
の
清
少
納
言
『
枕
草
子
』
が
宮
廷
女
房
の
教

養
性
を
帯
び
た
百
科
事
書
風
の
書
物
で
あ
る
の
に
対
し
、
王
朝
的
和
歌
の
余
韻
・
余
情
性

と
中
世
風
な
論
理
性
の
作
品
構
成
と
が
綾
織
り
だ
さ
れ
て
い
て
、
中
世
の
無
常
観
を
反
映

さ
れ
た
文
学
作
品
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
柄
で
あ
る
。

こ
の
長
明
自
筆
本
『
方
丈
記
』
は
、
広
本
系
古
写
本
と
し
て
本
書
最
古
の
伝
本
で
あ
る
。

書
写
年
代
は
、
鎌
倉
中
期
以
前
で
、
巻
子
本
一
軸
の
体
裁
で
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
大
福
光
寺
本
の
奥
書
に
は
、

と
あ
っ
て
、
本
書
成
立
の
建
暦
二
年(

一
二
一
二)

三
月
か
ら
隔
つ
こ
と
三
十
二
年
の
寛
元

二
年(

一
二
四
四)

二
月
日
に
「
親
快
證
之
」
と
記
述
す
る
も
の
だ
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
龍

門
文
庫
摸
冩
本
に
よ
れ
ば
、
江
戸
期
修
理
の
際
に
こ
の
奥
書
の
箇
所
を
書
き
改
め
て
い
て
、

修
理
以
前
は
、
「
寛
元
四
年
十
一
月
十
二
日
親
快
判
」
と
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
長
明

没
後
三
十
年
に
満
た
な
い
こ
の
時
期
に
醍
醐
寺
遍
智
院
の
高
僧
「
親
快
」
〔
建
治
二
年
五
月

廿
六
日
寂
、
『
本
朝
高
僧
傳
』
卷
第
十
五
所
載
〕
が
「
右
一
卷
者
鴨
長
明
自
筆
也
」
と
証
明

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
次
の
行
に
は
「
従
西
南
院
相
傳
之
」
と
し
て
い
る
傍
証
も
見
逃
せ

な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
流
布
本
系
の
①
真
字
本
、
②
延
徳
本
、
③
長
享
本
は
、
大
火
・
大
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風
・
遷
都
・
飢
饉
・
疫
病
・
地
震
と
い
っ
た
天
災
・
人
災
の
記
事
を
欠
文
に
し
、
逆
に
、

流
布
本
系
に
は
地
震
の
際
に
、
武
士
の
子
ど
も
が
圧
死
す
る
記
事
が
見
え
て
い
た
り
、
方

丈
の
庵
の
説
明
描
写
部
分
が
異
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
②
延
徳
本
は
、
折
琴
・

継
琵
琶
の
記
事
を
欠
文
す
る
。
③
長
享
本
は
、
炎
王
呵
責
の
記
事
を
欠
文
す
る
。
い
ま
、

多
く
の
校
訂
本
文
の
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
大
福
光
寺
本
は
、
誤
脱
文
字
の
箇
所

と
し
て
次
の
十
一
例
が
指
摘
で
き
る
。６

行

ツ
キ
セ
ヌ
物
ナ
レ
ト
是
ヲ
○

コ
ト
カ
ト
尋
レ

マ

ハ
昔
シ
ア
リ
シ

※
「
マ
」
を
脱
字
補
入
。

行

ソ
ノ
ア
ル
シ
○

ス
ミ
カ
ト
無
常
ヲ
ア
ラ
ソ
フ

ト

14サ
マ
イ
ハ
ヽ
ア
サ
カ

行

ト
マ
リ
ヲ
リ
ノ
キ
ヲ
ア
ラ
ソ
ヒ
シ
人
ノ
ス
マ
ヒ
日

69ヲ
ヘ
ツ
ヽ
ア
レ

※
「
フ
」
を
「
ヒ
」
に
訂
正
上
書
き
す
る
。

行

リ
ケ
レ
ハ
ヲ
ナ
シ
○

年
ノ
冬
ナ
ヲ
コ
ノ
街
ニ
歸
リ

キ

89給
ニ
キ

※
「
ヲ
ナ
シ
キ
」
の
「
キ
」
を
脱
字
補
入
。

行

ノ
ヲ
ツ
ク
リ
老
タ
ル
カ
イ
コ
ノ
○

ユ
ヲ
イ
ト
ナ
ム

マ

203カ
コ
ト
シ
是

※
「
蚕
の
繭
」
の
「
マ
」
を
脱
字
補
入
。

行

コ
ノ
山
モ
リ
カ
ヲ
ル
所
也
カ
シ
コ
ニ
コ
ワ
ラ
ハ
ア

243リ
ト
キ
／
＼
○

タ
リ

※
踊
り
字
の
後
に
脱
字
「
キ
」
を
補
足
す
る
。

キ

行

仏
ニ
タ
テ
マ
ツ
リ
カ
ツ
ハ
家
ツ
ト
ニ
ス
若
夜
シ
ツ

ト

258カ
ナ
レ
ハ
イ
ト

※
「
ニ
」
と
「
ト
」
と
の
助
詞
の
用
法
。

行

シ
ル
或
ハ
又
ウ
ツ
○

火
ヲ
カ
キ
ヲ
コ
シ
テ
ヲ
イ
ノ
ネ
サ
メ
ノ

ミ

264ト
モ
ト

※
「
う
づ
み
火
」
の
「
ミ
」
を
脱
字
補
入
。

行

顧
ア
ツ
キ
ヲ
サ
キ
ト
ス
更
ニ
ハ
ク
ヽ
ミ
ア
ハ
レ
ム
ト

ク

292ヤ
ス
ク
シ
ツ
カ
ナ

※
「
ク
ヽ
ミ
」
の
「
ク
」
太
字
漢
字
表
記
記
載
の
補
正
。

行

婢
ト
ス
ル
ナ
ラ
ハ
若
○

ス
ヘ
キ
事
ア
レ
ハ
ス
ナ
ハ
チ
ヲ
ノ
カ
身
ヲ

ナ

294※
「
ナ
ス
」
の
「
ナ
」
を
脱
字
補
入
。
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行

林
ニ
マ
シ
ハ
ル
○

心
ヲ
ヽ
サ
メ
テ
道
ヲ
ヽ
コ
ナ
ハ
ク
ヨ

ハ

325ヲ
ノ
カ
レ
テ
山

※
係
助
詞
「
ハ
」
を
脱
字
補
入
。

こ
の
十
一
例
と
も
、
補
入
文
字
は
凡
て
本
文
と
同
筆
で
あ
り
、
書
記
文
字
に
お
け
る
誤

脱
書
込
み
が
即
座
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
推
定
で
き
よ
う
。

資
料
の
公
開
状
況
に
つ
い
て

大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』
の
複
製
影
印
は
、
大
正
十
五
年(

一
九
二
六)

二
月
廿
八
日
に

古
典
保
存
会
か
ら
折
本
仕
立
て
に
し
て
刊
行
さ
れ
、
次
い
で
、
昭
和
四
十
六
年(

一
九
七
一)

日
本
古
典
文
学
刊
行
会
か
ら
原
姿
に
忠
実
な
巻
子
本
仕
立
て
に
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ

に
基
づ
い
て
、
昭
和
五
十
一
年(

一
九
七
六)
四
月
、
新
典
社
「
影
印
校
注
古
典
叢
書

小
11

内
一
明
校
注
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
比
較
的
原
典
に
接
し
や
す
い
資
料
と
い
え
よ

う
。
こ
の
本
書
の
書
記
者
で
あ
る
鴨
長
明
の
筆
者
文
字
が
他
に
残
存
す
れ
ば
比
較
検
討
も

可
能
で
あ
ろ
う
が
、
他
に
自
筆
資
料
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
語
彙
比
較
研
究
と
し
て

は
、
青
木
伶
子
編
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
〔
武
蔵
野
書
院,

1965.10.

〕
や
梁
瀬
一

雄
編
『
方
丈
記
諸
注
集
成
』
〔
翻
刻
、
豊
島
書
房,1969.2.

〕
、
同
著
『
方
丈
記
解
釋
大
成
』

〔
大
修
館
書
店,1972.

〕
が
あ
る
。

本
文
書
記
文
字
に
つ
い
て

漢
字
及
び
カ
タ
カ
ナ
文
字
表
記
に
よ
る
文
章
の
書
記
方
法
が
用
い
ら
れ
、
漢
字
表
記
で

は
、
漢
語
の
熟
字
語
と
和
語
の
単
漢
字
表
記
が
見
て
取
れ
る
。

〈
漢
字
表
記
の
語
〉
※
今
回
、

行
目
～

行
目
の
漢
字
表
記
語
を
対
象
と
し
て
茲
に
記
載
し
た
。
残
り

001

100

101

行
目
か
ら
最
後
の

行
目
迄
を
同
じ
よ
う
に
調
査
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

333

〈
漢
語
二
字
熟
語
〉
無
常
・
春
秋
・
東
南
・
西
北
・
一
夜
・
塵
灰
・
資
財
・
灰
燼
・

公
卿
・
十
六
・
男
女
・
邊
際
・
街
中
・
京
極
・
六
条
・
資
財
・
地
獄
・
損
亡
セ
・
大

臣
・
公
卿
・
一
人
・
主
君
・
一
日
・
領
所
・
東
北
・
庄
薗
・
内
裏
・
古
街
・
新
都
・
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浮
雲
・
纃
木
・
衣
冠
・
布
衣
・
瑞
相
・
養
和
・
飢
渇
シ
・
大
風
・
洪
水
・
五
穀
・

〈
漢
語
三
字
熟
語
〉
不
思
議
・
朱
雀
門
・
大
極
殿
・
一
二
町
・
数
十
人
・
三
四
町
・

四
五
町
・
西
南
海
・

〈
漢
語
複
合
名
詞
の
語
〉
二
三
十
人
・
安
元
三
年
四
月
廿
八
日
・
七
珎
万
寳
・
治
承

四
年
・
治
承
四
年
・
嵯
峨
ノ
天
皇
・
四
百
余
歳
・

〈
返
読
語
〉
不
知
・
不
知
・
不
知

〈
漢
語
漢
字
省
画
文
字
表
記
〉

民
樊
省
・

023

〈
漢
語
漢
字
カ
ナ
混
用
表
記
〉

大
学
レ
ウ
・

023

〈
和
語
名
詞
の
単
漢
字
〉
河
・
水
・
人
・
栖
・
棟
・
人
・
物
・
家
・
人
・
人
・
人
・

中
・
朝
・
夕
・
水
・
人
・
為
・
心
・
目
・
露
・
露
・
花
・
花
・
露
・
事
・
予
・
心
・

丗
・
事
・
風
・
夜
・
時
・
火
・
風
・
扇
・
家
・
煙
・
焔
・
地
・
日
・
中
・
風
・
人
・

心
・
身
・
其
・
家
・
人
・
家
・
事
・
事
・
家
・
冬
・
風
・
煙
・
目
・
業
・
風
・
家
・

身
・
人
・
風
・
方
・
人
・
物
・
事
・
事
・
比
・
外
・
事
・
街
・
事
・
帝
・
丗
・
人
・

人
・
時
・
丗
・
所
・
人
・
日
・
家
・
地
・
畠
・
人
・
心
・
人
・
事
・
今
・
街
・
所
・

南
・
海
・
風
・
木
・
地
・
人
・
所
・
地
・
今
・
人
・
事
・
車
・
馬
・
丗
・
日
・
人
・

心
・
年
・
冬
・
街
・
家
・
樣
・
國
・
殿
・
煙
・
時
・
民
・
丗
・
今
・
丗
・
昔
・
事
・

秋
・
事
・
秋
・
冬

〈
和
語
他
詞
の
単
漢
字
〉
尋
レ
・
或
ハ
・
或
ハ
・
是
・
同
シ
・
見
・
死
ニ
・
生
ル
ヽ

・
似
リ
・
死
ル
・
去
ル
・
又
・
或
ハ
・
或
ハ
・
見
ル
・
去
・
許
・
飛
・
如
ク
・
或
ハ

・
死
ヌ
・
或
ハ
・
費
エ
・
皆
・
侍
ル
・
又
・
又
・
乱
ル
・
如
シ
・
如
ク
・
彼
・
是
・

又
・
侍
・
也
・
此
ノ
・
実
ニ
・
悉
ク
・
給
ヒ
・
又
・
思
・
彼
ノ
・
荒
・
皆
・
多
ク
・

乱
ル
ヽ
・
歸
リ
・
給
・
悉
ク
・
以
テ
・
給
フ
・
給
フ
・
是
・
給
フ
・
又
・
久
ク
・
侍

リ
・
或
ハ
・
或
ハ
・

※
「
捨
て
仮
名
」
…

昔
シ
。

006

〈
和
語
複
合
字
〉
丗
中
・
世
々
・
大
家
・
小
家
・
舞
人
・
其
中
・
取
出
ル
・
其
外
・

惣
テ
・
馬
牛
・
卯
月
・
片
輪
・
御
時
・
淀
河
・
丗
中
・
御
丗
・
二
年
・
丗
中
・
春
夏
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・〈
和
語
複
合
三
字
以
上
〉
桶
口
冨

ノ

小
路
・
三
分
カ
一
・
中
御
門
・
手
振
里
・

［
樋
］

〈
和
語
漢
字
カ
ナ
混
用
表
記
〉

ア
サ
日
・

イ
ヌ
ノ
時
・

ツ
シ
風
・

吹
タ

016

021

043
056

050

テ
・

ミ
ナ
月
・

丗
ノ
人
・

事
ハ
リ
・

馬
ク
ラ
・

ソ
ノ
時
・

山
ノ
中
・

058

062

063

071

073

076

ミ
ツ
キ
物
・

事
／
＼
ク
・

094

099

〈
カ
ナ
表
記
の
語
〉
※
今
回
、

行
目
～

行
目
の
カ
ナ
表
記
語
を
対
象
と
し
て
茲
に
記
載
し
た
。
残
り

001

021

022

行
目
か
ら
最
後
の

行
目
迄
を
同
じ
よ
う
に
調
査
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

333

名
詞

ナ
カ
レ
・
モ
ト
・
ヨ
ト
ミ
・
ウ
タ
カ
タ
・
タ
メ
シ
・
タ
マ
シ
キ
・
ミ
ヤ
コ

(

が)
(

ど)

・
ウ
チ
・
イ
ラ
カ
・
ス
マ
ヒ
・
マ
コ
ト
・
コ
ソ
・
コ
ト
シ
・
ト
コ
ロ
・
イ
ニ
シ
ヘ
・

(

ぞ)

ヒ
ト
リ
・
フ
タ
リ
・
ナ
ラ
ヒ
・
ア
ハ
・
イ
ツ
カ
タ
・
イ
ツ
カ
タ
・
カ
リ
ノ
ヤ
ト
リ
・

(
づ)

(

づ)
(

ど)

タ
・
ナ
ニ
・
ア
ル
シ
・
ス
ミ
カ
・
サ
マ
・
ア
サ
カ
ホ
・
モ
ノ
・
ヨ
ソ
チ
ア
マ
リ
・
ア

(

じ)
(

が)
(

ぢ)

ヒ
タ
・
ミ
ヤ
コ
・

(

だ)

動
詞

ユ
ク
・
タ
エ
・
ア
ラ
・
ウ
カ
フ
・
キ
エ
・
ム
ス
ヒ
・
ト
ヽ
マ
リ
・
ア
ル
・

(

ぶ)
(

び)
(

ど)

ナ
ラ
ヘ
・
ア
ラ
ソ
ヘ
・
ヘ
・
ツ
キ
せ
・
ア
リ
・
ヤ
ケ
・
ツ
ク
レ
・
ホ
ロ
ヒ
・
ナ
ル
・

(

び)

ス
ム
・
カ
ハ
ラ
・
ウ
マ
レ
・
キ
・
ナ
ヤ
マ
シ
・
ヨ
リ
・
ヨ
ロ
コ
ハ
シ
ム
・
ア
ラ
ソ
フ

(

ば)

・
ヲ
チ
・
ノ
コ
レ
・
ノ
コ
ル
・
マ
ツ
・
シ
レ
・
ヲ
ク
レ
・
ナ
リ
・
フ
キ
・

形
容
詞

ヒ
サ
シ
ク
・
ナ
シ
・
タ
カ
キ
・
イ
ヤ
シ
キ
・
ヲ
ホ
カ
レ
・
ナ
シ
・

形
容
動
詞

マ
レ
ナ
リ
・
ワ
ツ
カ
ニ
・
コ
ト
ナ
ラ
・
ハ
ケ
シ
ク
・
シ
ツ
カ
ナ
ラ
・

(

づ)
(

げ)
(

づ)

そ
の
他

シ
カ
モ
・
カ
ツ
・
カ
ツ
・
カ
ク
・
タ
ヽ

・
ソ
ノ
・
イ
ハ
ヽ
・
イ
ヘ
ト
モ

(

だ)
(

ば)
(

ど)

・
ヤ
ヽ
・
タ
ヒ
／
＼
・

(

び)
(

び)

助
詞

ハ
・
シ
テ
・
ノ
・
ニ
・
ニ
・
ハ
・
テ
・
ニ
・
ト
・
ト
・
ノ
・
ノ
・
ノ
・
ニ

・
ヲ
・
ヲ
・
ノ
・
ハ
・
ヲ
・
テ
・
ト
・
ヲ
・
カ
ト
・
ハ
・
ハ
・
テ
・
テ
・
ト
・
モ
・

ニ
・
モ
・
モ
・
ト
・
ハ
・
カ
・
ニ
・
ニ
・
・
ニ
・
ノ
・
ニ
ソ
・
ヨ
リ
・
テ
・
ヘ
・
カ

(

ど)
(

が)
(

ぞ)

・
カ
・
ニ
カ
・
ヲ
・
ニ
・
テ
カ
・
ヲ
・
ト
・
ト
・
ヲ
・
ニ
・
テ
・
ト
・
ヲ
・
ノ
・
ヲ

(

が)

・
ヨ
リ
・
ノ
・
ヲ
・
ニ
・
ノ
・
ヲ
・
ニ
・
カ
ト
ヨ
・
テ
・
ノ
・
ヨ
リ

助
動
詞

ス
・
ス
・
タ
ル
・
ル
・
ヌ
・
ナ
レ
・
シ
・
リ
・
ス
・
シ
・
ナ
リ
・
ケ
ル
・

(

ず)
(

ず)
(

ず)
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タ
リ
・
ル
・
ス
・
リ
・
リ
・
シ
・
ル
・
ヌ
・
サ
リ
・
シ
・

(

ず)
(

ざ)

カ
ナ
の
古
体
文
字
表
記
一
覧

「
キ
」

タ
カ
キ
イ
ヤ
シ
キ

「
ク
」

ク
レ
ナ
井
ナ
ル

030

「
シ
」

シ
ラ
ス

ス
ク
ナ
シ

(

ズ)

055

080

「
タ
」

ホ
タ
ル
ハ

260

「
ツ
」

ウ
ツ
サ
ム

ウ

ツ

210

031リ

ユ

ク

「
テ
」

ヨ
チ
ノ
ホ
リ
テ

(

ぢ)
(

ぼ)

249
ヽ
モ
ヒ
ヤ
リ
テ

(

ヲ)

237

「
ネ
」

ツ
ネ
ナ
ラ
ス

(

ず)

146

「
ホ
」

ホ
ロ
ト
ナ
ク
ヲ

262

ホ
ロ
ヒ
タ
ル

(

び)

275

「
マ
」

サ
マ
タ
ク
ル

(

ぐ)

231

「
メ
」

タ
メ
シ

143
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「
ワ
」

ス
ソ
ワ
ノ
田
イ(

「
裾
廻
の
田
井
」

247
『
万
葉
集
』
卷
九
・
一
七
五
八)

「
ヰ
」

ツ
井
ニ

088

気
づ
き
お
く
べ
き
こ
と
ば
二
つ

「
あ
さ
・
ゆ
ふ
」
と
「
あ
し
た
・
ゆ
ふ
べ
」
【
朝
夕
】
の
訓
み
方

※

「
ア
サ
ユ
フ
ス
ホ
キ
ス
カ
タ
ヲ
ハ
チ
テ
ヘ
ツ
ラ
ヒ
ツ
ヽ
イ
テ
イ
ル
」

175
※

「
朝

ニ

死
ニ

夕
ニ

生
ル
ヽ
ナ
ラ
ヒ
」
は
、
な
ぜ
「
あ
し
た
」
「
ゆ
う
べ
」
と
訓
む
の
か
？

010
「
む
ま
・
う
し
」【
馬
牛
】
と
「
ギ
ユ
ウ
バ
」
【
牛
馬
】
の
並
列
排
列
表
記
と
訓
み
方

「
数
十
人
馬
牛
ノ
タ
ク
ヒ
」

038
※
新
大
系
は
、
「
バ
ギ
ウ
」
と
訓
読
。
小
学
館
は
、

「
馬
牛
」
と
無
訓
読
。
大
系
本
は
「
馬
・
牛
の
た
ぐ
ひ
」
と
し
無
訓
な
が
ら
和
語
訓
み
を

想
定
す
る
中
黒
点
を
施
し
て
い
る
。

「
財
寳
牛
馬
ノ
為
ニ
」

284
※
新
大
系
・
小
学
館
は
、
「
牛
馬
」

と
無
訓
読
。

因
み
に
、「
バ
ギ
ウ
【
馬
牛
】
」
の
語
は
、
室
町
時
代
の
古
辞
書
で
あ
る
広
本(

文
明
本)

『
節

用
集
』
に
「

―
セ
ル

馬
牛
ダ
モ

不
二

相
及
一

也
君
処
二

北
海
一

寡
人
処
二

南
海

ニ
一

唯
是
風
／

フ

ウ

バ

ギ

ウ

ズ

ア
イ
ヲ
ヨ
バ

馬
牛
不
二

相
及
一

也
。
左
傳
僖
四
年
傳
」
〔
態
藝

⑦
〕
と
『
日
葡
辞
書
』
に
「B

aguiu>.

」

626

〔
邦
訳

ｌ
〕
と
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
訓
み
を
採
用
し
た
新
大
系
は
大
系
と
は
、
異

47
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な
る
指
針
を
茲
に
提
示
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
こ
の
訓
み
を
本
書
に
用
い
る
こ

と
が
可
能
か
は
、
こ
の
文
脈
と
の
連
関
性
を
含
め
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
他
の
用
例
と
の
比
較
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

漢
字
表
記
文
字
「
京
」(

正
体
字)

と
「
街
」(

通
俗
字)

本
書
に
は
、
二
通
り
の
文
字
表
記
が
見
え
て
い
る
。

１
，

「
街
中
」

040

２
，

「
京
極
」

042

３
，

「
街
ノ
ハ
シ
メ
」

059

４
，

「
街
ニ
イ
タ
レ
リ
」

074

５
，

「
古
京
ハ
」

080

６
，

「
街
ニ
歸
リ
」

089

７
，

「
京
ノ
ナ
ラ
ヒ
」

104

８
，

「
街
ノ
ウ
チ
」

138

９
，

「
北
街
極
」

138

こ
の
よ
う
に
、
書
記
者
の
な
か
で
二
つ
の
表
記
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
長
明
の
文

字
の
素
養
と
実
際
の
書
く
と
い
う
運
筆
行
動
意
識
を
見
て
い
く
う
え
で
も
、
同
時
代(

鎌
倉
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時
代
中
期)

の
他
者
の
素
養
及
び
運
筆
行
動
意
識
と
を
以
て
比
較
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
ろ
う
。


